
 

総務分科会会議録（要旨） 

 

○開催年月日  令和５年９月１３日（水） 

午後２時００分 開会 

午後２時２４分 閉会 

○場   所    第３常任委員会室 

 

○出席委員（９名） 

委 員 長 石 川  慶  副委員長 知 念 秀 明 

委  員 伊 波  一 男  委  員 宮 城  克 

委  員 桃 原  功  委  員 平安座武志 

委  員 我如古  盛英  委  員 上 里 広 幸 

委  員 プリティ宮城ちえ    

 

○欠席委員（１名） 

   

委  員 上 地 安 之 

 

○説明員（２名） 

   

総 務 部 次 長 多和田  眞満  
防 災 危 機 

管 理 室 長 
本 永  貴 也 

 

○参考人（０名） 

 

○議会事務局職員出席者 

議 事 係 長 大 城 拓 也 

 

〇本日の分科会の協議日程 

第８回 議会報告及び市民との意見交換会における意見の取扱いについて 



令和５年度総務分科会 

 

                     令和５年９月１３日（水） 

 

○石川慶 委員長 ただいまから総務分科会を開会いたします。 

                     （開会時刻 午後２時００分） 

 

【議題】第８回議会報告及び市民との意見交換会における意見の取扱いについて 

 

〇石川慶 委員長 本日は前回の分科会で、市当局からの追加の意見聴取要望があった案件について参

考意見聴取を行ってまいりたい。 

 

～参考意見聴取～ 

 

（ＮＯ．9 西海岸地域の避難所について） 

 

〇防災危機管理室長 浸水区域にある避難所には、ここが津波時の避難所ではない旨が避難所の表示板

にピクトグラムとともに記されており、配付した資料は、その表示板の例とその表示されている避難

所の位置図となっている。 

〇プリティ宮城ちえ委員 表示板について、幼児は漢字表記にすると読めない子もいるので、ひらがな

表記にすべきでないか。 

〇防災危機管理室長 次回の更新の際には検討いたしたい。 

〇桃原功委員 避難所の高度の設置基準はあるのか。 

〇防災危機管理室長 地域によってどれくらいの津波が想定されるというものはあるが、避難所等の設

置基準はない。 

〇桃原功委員 西海岸地域の津波の想定はどれくらいか。 

〇防災危機管理室長 久米島沖でマグニチュード９レベルの地震が起きたと想定した場合には、大山地

域に20分で７メートル程度の津波が想定されている。 

〇桃原功委員 付近に7メートルを超える避難所はどれくらいあるのか。 

〇防災危機管理室長 西海岸地域には津波時の避難所はなく、一番近い避難所は森川公園となっており、

そこから上の海抜にある避難所が津波時の避難所となる。 

〇桃原功委員 民間の津波一時避難ビルはどれくらいあるのか。 

〇防災危機管理室長 現在28か所となっている。 

〇桃原功委員 そのすべてが7メートル以上あるのか。 

〇防災危機管理室長 ３階以上の建物であり、７メートル以上ある。 

〇プリティ宮城ちえ委員 宇地泊などでは液状化の危険はあるのか。 

〇防災危機管理室長 埋立地ではやはり液状化の可能性は避けられないと考える。東日本大震災の際の

千葉県等で起こっていた。 

〇我如古盛英委員 表示板が設置されている箇所について伺いたい。 

〇防災危機管理室長 公民館や、公園等に設置されており、市道には海抜表示が設置され、津波時には

高台に避難するよう記載されている。 

〇我如古盛英委員 表示板は小さいので見にくいのではないか。 



〇防災危機管理室長 表示板は、高さが90センチ、長さが120センチで、ある程度の大きさはあると考

える。 

〇我如古盛英委員 西海岸地域は、津波被害が想定される地域であり、一番有効なのは垂直避難である

ことから、津波避難タワーも検討していただきたい。 

〇防災危機管理室長 検討してまいりたい。 

〇平安座武志委員 宜野湾バイパスに高架道路を建設する計画が進められているが、津波時の避難場所

としての利用について提言等をしてほしい。 

〇防災危機管理室長 北谷町などとともに、国とも意見交換をしてまいりたい。 

〇桃原功委員 津波警報を発するのはどこか。 

〇防災危機管理室長 気象庁が発する。 

〇桃原功委員 気象庁の発した警報を、市が防災無線で流すのか。 

〇防災危機管理室長 気象庁が発した警報は、Ｊアラートにて自動的に流されるため、市が関わること

はない。 

〇桃原功委員 車に乗っている人にはどうやって知らせるのか。 

〇防災危機管理室長 ラジオやスマートフォン等で知らせることになる。 

〇プリティ宮城ちえ委員 高齢者は聴覚や認知機能が衰えている方が多いが、その対応はどうなってい

るのか。 

〇防災危機管理室長 避難要支援者への支援については、どの自治体でも課題となっている。本市では、

音と文字で伝えているが、どちらも認識できない方については支援が行き届いていない状況である。

全国の事例も調査して検討してまいりたい。 

〇石川慶 委員長 質疑も尽きたようであるので、当局には退席願います。 

                                               

～ 今後のスケジュール等について確認 ～ 

〇石川慶委員長 次回は、委員会最終日に開催することとし、今回聴取した件も含めた回答案の提示を

行いたいと考えている。これに御異議ないか。 

（「異議なし」という者あり） 

〇石川慶委員長 ご異議ありませんのでそのように進めてまいりたい。これにて総務分科会を閉会いた

します。 

（閉会時間 午後２時２４分） 

 


